


ケガや病気で入院された方が、今後の生

活の架け橋となるように、私たちがまず可

能性を信じて、前向きに一つずつ一緒に目

標に向かっていけるように心がけています。

本人や家族が、日常生活上で不自由を少

しでも感じないように退院後の生活を見据

えてサポートするだけでなく、ご自身がや

りたいと思える活動が退院後に行えるよう

に本人と一緒に考えています。



いつまでも美味しい食事が食べられること

や、大切な人とのコミュニケーションが取れ

ることを目標にしています。その人に寄り

添ったリハビリを心がけています。



うららかな春日和が続いております。最後までご覧いただきありがとうございまし
た。まずは、前回の創刊号で終わらずに第2号が発刊でき安堵しております。

当院では2月に電子カルテシステムが稼働しました。私もその準備のために右往左往
しており、胃が痛い日々が続きました。パソコンはどこでも情報が拾えて便利ですが、
融通が効かないことも多く一長一短だなと感じております。介護サービス下でも
「LIFE」の話題で持ち切りですが、大変な情報入力の先に得られるものがあると期待
したいものですね。それでは次号は梅雨を超えた8月に刊行予定です！

（編集長 言語聴覚士 増田純市）

編集後記

訪問リハビリは心身機能や体力が低下し、リハビリが必要と判断された方

のご自宅に、理学療法士・作業療法士・言語聴覚士が訪問し、医師の指示

のもとにリハビリを実施します。

基本的動作練習、日常生活動作練習、

家事動作練習、家族指導、自主トレ

指導、呼吸練習、環境設定アドバイ

ス、摂食嚥下練習、発話練習、外出

支援、精神心理的援助 など
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